
●未確認情報● シビックが2 0 0 0年グッドデザイン賞ファミリーユース部門金賞に内定した、という情報が入った。
同部門金賞審査ノミネート作品の中にはボルボV 7 0も含まれている。すでに金賞審査は終了。発表は1 0月中旬。

4

か　
わ　
か　
ら　
な　
い　
が　
、　
こ　
れ　
こ　
そ　
ホ　
ン　
ダ　
社　

内　
で　
「　
コ　
デ　
ッ　
セ　
イ　
」　
と　
呼　
ば　
れ　
て　
い　
た　
、　

あ　
の　
ス　
ト　
リ　
ー　
ム　
の　
こ　
と　
だ　
。　

10
月　
26
日　
の　
発　
売　
ま　
で　
あ　
と　
１　
カ　
月　
を　

残　
し　
た　
と　
こ　
ろ　
で　
、　
つ　
い　
に　
ス　
ト　
リ　
ー　
ム　

の　
全　
ぼ　
う　
を　
キ　
ャ　
ッ　
チ　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　

た　
。　
す　
で　
に　
一　
部　
ジ　
ャ　
ー　
ナ　
リ　
ス　
ト　
の　

方　
々　
に　
は　
披　
露　
を　
済　
ま　
せ　
て　
い　
る　
（　
１　
１　

６　
ペ　
ー　
ジ　
参　
照　
）　
と　
の　
こ　
と　
だ　
が　
、　
読　
者　

の　
み　
な　
さ　
ん　
に　
も　
、　
こ　
の　
新　
し　
い　
ミ　
ニ　
バ　

ン　
の　
�　
す　
べ　
て　
�　
を　
誌　
上　
公　
開　
し　
よ　
う　
。　

「　
21
世　
紀　
の　
ス　
タ　
ン　
ダ　
ー　
ド　
」　
を　
標　
榜　
す　

る　（　
た　
し　
か　
シ　
ビ　
ッ　
ク　
も　�　
21
世　
紀　
基　
準　
�　

だ　
っ　
た　
が　
…　
…　
）　
だ　
け　
に　
、　
そ　
こ　
に　
求　
め　

る　
も　
の　
も　
か　
な　
り　
先　
進　
的　
だ　
。　

従　
来　
的　
な　
ミ　
ニ　
バ　
ン　
と　
は　
ひ　
と　
味　
違　
う　

ス　
タ　
イ　
リ　
ッ　
シ　
ュ　
な　
ボ　
デ　
ィ　
に　
、　
快　
適　
な　

居　
住　
性　
ば　
か　
り　
で　
な　
く　
、　
ス　
ポ　
ー　
テ　
ィ　
な　

走　
り　
ま　
で　
詰　
め　
込　
む　
と　
い　
う　
欲　
張　
り　
コ　
ン　

セ　
プ　
ト　
。　
１　
台　
で　
す　
べ　
て　
を　
こ　
な　
せ　
る　
ク　

ル　
マ　
を　
め　
ざ　
し　
た　
、　
と　
い　
う　
こ　
と　
だ　
。　

そ　
れ　
に　
し　
て　
も　『　
７　
シ　
ー　
タ　
ー　
ク　
ー　
ペ　
』　

と　
は　
大　
胆　
な　
フ　
レ　
ー　
ズ　
。　「　
従　
来　
の　
ワ　
ク　

に　
は　
と　
ら　
わ　
れ　
な　
い　
」　
と　
い　
う　
意　
志　
が　
十　

分　
す　
ぎ　
る　
ほ　
ど　
に　
伝　
わ　
っ　
て　
く　
る　
。　

ラ　
イ　
バ　
ル　
多　
き　
と　
こ　
ろ　
に　
飛　
び　
込　
ん　
で　

い　
く　
�　
最　
後　
発　
モ　
デ　
ル　
�　
と　
言　
え　
る　
だ　
け　

に　
、　
そ　
の　
資　
質　
は　
研　
究　
し　
つ　
く　
さ　
れ　
た　
結　

果　
だ　
。　
さ　
て　
、　
ス　
ト　
リ　
ー　
ム　
は　
ど　
こ　
が　
ど　

れ　
く　
ら　
い　
進　
ん　
で　
い　
る　
の　
か　
…　
…　
。　

すべてを

進　
ス　
タ　
イ　
リ　
ッ　
シ　
ュ　
・　
ス　
ポ　

ー　
テ　
ィ　
、　
７　
シ　
ー　
タ　
ー　
ク　
ー　

ペ　
―　
―　
一　
瞬　
、　
何　
の　
こ　
と　
だ　

先

魅せた！

走りを楽しめる…フロントシート 快適にくつろげる…セカンドシート 便利に使いこなせる…サードシート

セクシー・ドルフィンフォルムの

特別な
あなた様だけに…

「特別なあなた様だけに、ひと足早
く情報をお届けします」すでに、こ
んなD Mによるキャンペーンも開
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●未確認情報● ちなみに、1 9 9 9年グッドデザイン賞ファミリーユース部門には4 3車種が応募、1 6車種が合格。この
合格作品うち、トヨタ・ヴィッツ、アウディTTクーペが金賞を受賞している。
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2�エンジンは
新開発「i-VTEC」

初搭載

トランスミッションも新開

発

本誌が以前からインテグラ、ス

テップワゴンなどに搭載予定と
報じてきた2�級新世代エンジン
は、ストリームが初搭載を果た
した。「i - V T E C」は従来のV T E C
に加えて、吸気側に可変カム位

相制御を盛り込んだ新機構だ。

「i - V T E C」エンジンに組み合わせられ
る新開発の5速A Tには、Sマチックも
採用。ベースのシビックよりスポー
ティなイメージの強いユニットとし

ている。さすがは7シータークーペだ。

基本はシビック5ドアと同じダッ
シュパネルだが、センターパネ
ルのデザインやメーターガーニ

ッシュ、ステアリングなどで差
別化を図る。i Sタイプ以外のセン
ターパネルはチタン調仕上げで
統一。

ストリーム iSの専用装備（編集部予想）

最新のホンダ・テイストを採用。
フロントランプユニットは上から
スモール、ターン、ヘッドランプ
の「トリプルデッカー」となる。

フロントビューは
72ページのグラビアでも

ド～ンと見せます！

リアウインドウを逆U字型にグルッ

と囲むようなラウンドリアコンビラ
ンプが印象的。フロントドア上部に
張りを持たせ、後端でピンッとはね
上がる躍動感のあるルーフライン。
これが「ドルフィンフォルム」だ。

iSタイプ専用エアロパーツ装着の
スポーティバージョン

●メッシュタイプフロントグリル
●専用色トリプルデッカーランプ
●ディスチャージヘッドランプ標準装備
●フロントフォグランプ
●ロアスカート（フロント、サイド、リア）
●ルーフセンターアンテナ
●15インチアルミホイール

（16インチアルミホイールもオプション設定）
●革巻きステアリング＆シフトノブ
●カーボン調パネル
●ホワイトメーター
●ブラック内装色

i Lタイプと並ぶ2�搭載グレード
として、エアロパーツを装着した
スポーティなi Sタイプを設定。ト
リプルデッカーランプはヘッド
ランプまわりをブラッククロー

ム、ターンシグナルをアンバーに
した専用色となる。メカニズム的
にi Lタイプとの差異はないが、価
格は最上級。1 . 7�のLタイプにも、
似た内容のSパッケージを設定。

ストリーム
スタイリッシュ7シーター

10月26日

発売
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●未確認情報● 「ストリームの予約開始は1 0月2 2日から」とセールスマン氏談。
セールス資料を見せてもらったというユーザーからの情報。
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3比較 セカンドシートの居住性

2比較 フロントシートの居住性

1比較 室内の広さ

「セカンドシートに座ってみま

しょう。イプサムは1～2列目の

座席間隔は広いのに、足元にゆ
とりがありません。これは、床

の高さに対して座面が低くなる

からです。着座姿勢の違いから
もわかります。ディオンは着座

位置が高いので足もとは余裕が

ありますが、頭上空間が窮屈で
す。ストリーム（＝M X）は1～2

列目の間隔を会話も楽しめるほ

どよい距離としながら、ゆとり
のある足元と頭上空間を両立し

ています」

ライバル

比較

ストリーム

「まず室内の広さ、室内

高に注目してみましょ

う。どのクルマもストリ
ーム（＝M X）より室内高

は低くなっています。こ

れは、フロアを平らにす
るために床面が高くなっ

ているからです。とくに

「では実際にシートに座ってみ

ましょう。まずフロントシート

です。室内高が低く座面が高い
イプサムは、頭上にほとんど余

裕がありません。プレマシーは

全高が低いにもかかわらず、ヒ
ップポイントはストリーム（＝

M X）よりわずかに高く見えま

す。ストリームはフラットフロ
アながら床面も低いため、全高

が低くても頭上空間は十分な余

裕があります。またヒップポイ
ントが低いので、乗り降りもし

やすくなっています」

ディオンは1 6 50㎜とかなり高
い全高からイメージするほど、

室内高は高くありません。スト

リームは、全高をプレマシーを
除く2車より低い1 5 90 ㎜としな

がら、低くフラットなフロアに

よって1 3 10㎜という室内高を

確保しています」

●イプサム/プレマシー/ディオン

検討中のユーザーにも
見せて欲しいぞ！

セ
ー
ル
ス
用
ビ
デ
オ
の

ウ　
ラ　
画
像

大
公
開
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5比較 サードシート収納の早さ

6比較 パイロンスラローム

背もたれの背面ハンドルを引くと
シートが後方にスライドします。

座面は自動的にはね上がります。
背もたれ上部のロックを引きます。

座面を反転させて収納、そのまま
背もたれも倒せば完了します。

� �

営 業 マ ン に 見 せ る だ け じ ゃ も っ た い な い ！

4比較 サードシートの居住性

ビ　
デ　
オ　
の　
中　
で　
は　
、　
あ　
の　
中　
嶋　
悟　
氏　
が　

ス　
ト　
リ　
ー　
ム　
を　
ホ　
ン　
ダ　
鷹　
栖　
テ　
ス　
ト　
コ　
ー　

ス　
で　
ド　
ラ　
イ　
ブ　
。　
開　
発　
総　
責　
任　
者　
の　
藤　
原　

裕　
プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
リ　
ー　
ダ　
ー　
に　
よ　
る　
イ　
ン　

タ　
ビ　
ュ　
ー　
形　
式　
で　
、　
イ　
ン　
プ　
レ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　

を　
語　
っ　
て　
い　
る　
。　

藤　
原　
Ｐ　
Ｌ　

こ　
の　
ク　
ル　
マ　
は　
、　
ク　
ー　
ペ　
の　

よ　
う　
な　
ス　
タ　
イ　
リ　
ン　
グ　
や　
走　
り　
と　
、　
ミ　
ニ　

バ　
ン　
の　
ユ　
ー　
テ　
ィ　
リ　
テ　
ィ　
を　
融　
合　
さ　
せ　
た　

ク　
ル　
マ　
と　
し　
て　
我　
わ　
れ　
が　
開　
発　
し　
て　
き　
ま　

し　
た　
。　
ぜ　
ひ　
、　
鷹　
栖　
の　
コ　
ー　
ス　
を　
走　
っ　
た　

感　
想　
を　
お　
聞　
か　
せ　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
と　
思　
い　

ま　
す　
。　

中　
嶋　

今　
回　
、　
こ　
の　
ク　
ル　
マ　
に　
乗　
ら　
せ　
て　

も　
ら　
っ　
て　
、　
ド　
ラ　
イ　
ビ　
ン　
グ　
ポ　
ジ　
シ　
ョ　
ン　

と　
い　
う　
か　
『　
座　
っ　
て　
い　
る　
カ　
タ　
チ　
』　
を　
鏡　

か　
何　
か　
で　
見　
な　
け　
れ　
ば　
、　
体　
に　
伝　
わ　
っ　
て　

く　
る　
も　
の　
は　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
カ　
ー　
と　
変　
わ　
ら　
な　

い　
感　
触　
で　
し　
た　
ね　
。　
ひ　
ょ　
っ　
と　
し　
て　
み　
な　

さ　
ん　
に　
は　
「　
オ　
ー　
バ　
ー　
じ　
ゃ　
な　
い　
か　
」　
と　

言　
わ　
れ　
る　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
け　
れ　
ど　
、　
ハ　
ン　

ド　
ル　
か　
ら　
ド　
ラ　
イ　
バ　
ー　
に　
伝　
わ　
っ　
て　
く　
る　

も　
の　
は　
、　
セ　
ダ　
ン　
と　
い　
う　
よ　
り　
は　
ス　
ポ　
ー　

ツ　
カ　
ー　
の　
感　
覚　
に　
近　
い　
気　
が　
し　
ま　
し　
た　

ね　
。　こ　

う　
い　
う　
ミ　
ニ　
バ　
ン　
に　
あ　
り　
が　
ち　
な　
傾　

向　
と　
し　
て　
、　
自　
分　
が　
ハ　
ン　
ド　
ル　
を　
切　
っ　
た　

量　
で　
な　
く　
、　
ク　
ル　
マ　
の　
後　
ろ　
の　
方　
か　
ら　
方　

向　
転　
換　
を　
�　
作　
ら　
れ　
る　
�　
よ　
う　
な　
動　
き　
を　

す　
る　
ク　
ル　
マ　
が　
比　
較　
的　
多　
い　
ん　
で　
す　
ね　
。　

で　
も　
、　
今　
回　
は　
な　
る　
べ　
く　
そ　
う　
い　
っ　
た　
先　

入　
観　
を　
持　
た　
ず　
に　
乗　
っ　
て　
み　
た　
ん　
で　
す　
。　

さ　
す　
が　
に　
ポ　
ジ　
シ　
ョ　
ン　
は　
ミ　
ニ　
バ　
ン　
な　
ん　

だ　
な　
…　
と　
い　
う　
感　
じ　
で　
す　
。　
で　
も　
、　
走　
り　

出　
し　
て　
ハ　
ン　
ド　
ル　
を　
切　
っ　
て　
み　
る　
と　
、　
ボ　

ク　
の　
言　
っ　
た　
よ　
う　
な　
『　
後　
ろ　
側　
か　
ら　
ク　
ル　

マ　
の　
向　
き　
を　
変　
え　
ら　
れ　
る　
』　
よ　
う　
な　
動　
き　

を　
ま　
っ　
た　
く　
し　
な　
い　
。　
そ　
れ　
が　
強　
く　
印　
象　

に　
残　
っ　
て　
い　
ま　
す　
ね　
。　

藤　
原　
Ｐ　
Ｌ　

今　
回　
は　
２　
�　
エ　
ン　
ジ　
ン　
も　
新　

規　
に　
開　
発　
し　
ま　
し　
た　
。　
狙　
い　
と　
し　
て　
は　
、　

走　
り　
も　
燃　
費　
も　
良　
く　
、　
ク　
リ　
ー　
ン　
な　
排　
ガ　

ス　
と　
い　
う　
非　
常　
に　
贅　
沢　
な　
目　
標　
を　
掲　
げ　
た　

も　
の　
だ　
っ　
た　
ん　
で　
す　
が　
、　
こ　
の　
へ　
ん　
は　
乗　

っ　
て　
み　
て　
い　
か　
が　
で　
し　
た　
か　
。　

中　
嶋　

２　
�　
と　
聞　
い　
て　
、　
そ　
の　
わ　
り　
に　
は　

走　
り　
は　
い　
い　
で　
す　
ね　
。　
Ｓ　
マ　
チ　
ッ　
ク　
で　
マ　

ニ　
ュ　
ア　
ル　
の　
よ　
う　
に　
ア　
ッ　
プ　
ダ　
ウ　
ン　
で　
き　

て　
、　
し　
か　
も　
そ　
の　
応　
答　
も　
速　
い　
。　
ホ　
ン　
ト　

に　
「　
姿　
カ　
タ　
チ　
以　
外　
は　
…　
…　
」　
っ　
て　
い　
う　

感　
じ　
で　
す　
ね　
。　

先　
入　
観　
と　
し　
て　
、　
こ　
う　
い　
う　
カ　
タ　
チ　
を　

し　
た　
ク　
ル　
マ　
で　
高　
速　
道　
路　
を　
走　
っ　
た　
と　
き　

に　
「　
横　
風　
注　
意　
」　
っ　
て　
い　
う　
看　
板　
が　
気　
に　

な　
っ　
た　
り　
す　
る　
も　
ん　
な　
の　
で　
す　
が　
、　
そ　
れ　

は　
ま　
っ　
た　
く　
な　
い　
で　
す　
ね　
。　
数　
字　
的　
に　
も　

そ　
う　
設　
計　
さ　
れ　
て　
い　
る　
ん　
で　
す　
ね　
。　

藤　
原　
Ｐ　
Ｌ　

そ　
う　
で　
す　
ね　
。　
横　
風　
の　
安　
定　

性　
も　
あ　
り　
ま　
す　
し　
、　
高　
速　
時　
に　
気　
に　
な　
る　

リ　
フ　
ト　
も　
抑　
え　
て　
、　
逆　
に　
沈　
み　
込　
む　
よ　
う　

な　
特　
性　
に　
し　
て　
あ　
り　
ま　
す　
。　

中　
嶋　

も　
う　
、　
こ　
の　
カ　
タ　
チ　
を　
見　
る　
と　
ね　
、　

だ　
い　
た　
い　
想　
像　
つ　
く　
ん　
で　
す　
よ　
。　
運　
転　
し　

た　
感　
じ　
が　
。　
で　
も　
、　
そ　
れ　
が　
表　
れ　
な　
い　
も　

ん　
だ　
か　
ら　
…　
…　
。　
ほ　
ん　
と　
に　
、　
う　
ま　
く　
作　

っ　
て　
あ　
り　
ま　
す　
ね　
。　

藤　
原　
Ｐ　
Ｌ　

一　
般　
的　
に　
は　
５　
ド　
ア　
は　
リ　
ア　

の　
開　
口　
部　
が　
大　
き　
く　
て　
、　
全　
体　
の　
剛　
性　
が　

う　
ま　
く　
と　
れ　
な　
い　
も　
の　
な　
ん　
で　
す　
が　
。　

中　
嶋　

だ　
い　
た　
い　
は　
、　
後　
ろ　
が　
１　
テ　
ン　
ポ　

遅　
れ　
て　
く　
る　
う　
え　
に　
、　
リ　
ア　
か　
ら　
方　
向　
転　

換　
さ　
せ　
ら　
れ　
る　
ん　
で　
す　
よ　
ね　
。　
で　
も　
、　
こ　

の　
ク　
ル　
マ　
は　
ほ　
ん　
と　
に　
そ　
れ　
が　
な　
い　
で　
す　

よ　
ね　
。　
ひ　
と　
つ　
の　
自　
動　
車　
で　
す　
べ　
て　
を　
兼　

ね　
備　
え　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
て　
い　
け　
る　
ん　
だ　

な　
、　
っ　
て　
気　
が　
し　
ま　
し　
た　
ね　
。　

藤　
原　
Ｐ　
Ｌ　

単　
な　
る　
ミ　
ニ　
バ　
ン　
の　
進　
化　
で　

は　
な　
く　
て　
、　
走　
り　
、　
ス　
タ　
イ　
ル　
、　
ユ　
ー　
テ　

ィ　
リ　
テ　
ィ　
と　
い　
う　
要　
素　
を　
す　
べ　
て　
を　
兼　
ね　

備　
え　
た　
ク　
ル　
マ　
が　
21
世　
紀　
の　
ク　
ル　
マ　
に　
な　

る　
ん　
じ　
ゃ　
な　
い　
か　
。　
そ　
う　
い　
う　
意　
味　
で　
は　
、　

21
世　
紀　
の　
ス　
タ　
ン　
ダ　
ー　
ド　
め　
ざ　
し　
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「サードシートを収納し、荷室

を広げるのに要する時間を比較
してみましょう。イプサムはピ

ローを外して背もたれを倒すだ

け。5秒で完了しますが、荷室
の床は完全なフラットにはなり

ません。プレマシーは2列目シ

ートを前方スライドさせ、背も
たれを倒し、座面を起こします。

全行程で3 0秒近くかかります。

ディオンは床下収納式ですが、

ピローや背もたれの一部を外し
て固定しなければならず、あま

りに手間がかかります」

「走行時の安定性を、パイロン

スラロームで比べてみましょ

う。いずれも7名乗車していま
す。プレマシー、イプサム、デ

ィオンの順に、ロールが大きく

なります。とくに重心の高いデ
ィオンは、ロールがかなり大き

くなり、非常に不安定な姿勢に

なってしまいます。これほど激
しく左右に揺すられると、クル

マ酔いをすることも多くなりま

す。ストリーム（＝M X）は7名
乗車の場合でも重心が低く、ロ

ールの少ない安心感のある走り

が可能です」

片手でナントたったの10秒ストリームならサードシート
収納も早い！

中嶋悟の

ストリーム・
インプレッション

ビデオ
スペシャル

「3列目のシートです。プレマシ
ーはボディサイズが小さいので

2～3列目の間隔が狭く、床と座

面の距離も短いので、非常に窮
屈です。ディオンは頭上空間に

は余裕がありますが、そのぶん

足もとはゆとりがありません。
着座姿勢については、どれも楽

な姿勢とは言えません。イプサ

ム、ディオンと比べても、スト
リーム（＝M X）は足もと、頭上

ともに十分な余裕を確保して3

列目シートの居住性も快適なも
のとしています」
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